















『スポーツ・アンド・ツーリズム・ジャーナル（Journal of Sport & Tourism）』（旧名称は“Journal of Sport 
Tourism”，2006 年に上記誌名に変更（W1, p. 27））の編集に携わっているカンタベリ ・ークライスト・チャー





実は，同趣旨の見解はすでに 2003 年のネイロッチ（Neirotti, L. D.）の論考にもみられるが（N1, 
pp. 1 ― 3），近年では 2011 年にロバーツ（Roberts, C.）も述べている。ロバーツはスポーツとツーリ
ズムとを相互に全く無関係な物（separate entities）として規定することが困難であると同様に，（逆
に両者を一体として）sports tourism（この用語を英語表記する意味はこの後の記述を参照されたい）とは何
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ける仕事に就く者を除く」となっており（U, p. 18; R2, p. 28），またその日本版というべきわが国観
光庁の「観光入込客統計に関する共通基準」（現行は 2013 年改定のもの：ただしこの場合正確には対象

























本稿では，sports tourismと sport tourismとを特段に区別する必要がある場合には，英語をそ
のまま使用し，sports tourismと sport tourismとして区別して表記するが，しかし特段に区別す
る必要がない場合には，日本語でスポーツツーリズムと表記する。英語文献でも，少なくと
も用語上では，例えば，近年でも 2011 年のヒンチ（Hinch, T.）／ハイアム（Higham, J.）の書（文献
H1）では sport tourismが使用されている一方，2013 年のロビンソン（Robinson, P.）らの著（R2, p. 
254）では sports tourism が用いられている。
スポーツツーリズムについて意識的にそれを sports tourismとして取り上げ，論じているも
のに，近年では，例えば 2000 年にオーストラリア政府の「産業・科学・資源省（Department of 
Industry, Science and Resources）」が発表した「オーストラリアの全国的なスポーツツーリズム戦略
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という場合のスポーツには競技的スポーツ（competitive sporting activities）だけをいう場合（狭義のス













アムの 2011 年の書（文献 H1）があるが，ヒンチ／ハイアムは，意識的に sports tourismに代えて


























ところガモン（Gammon, S.）／ロビンソン（Robinson, T.）が 1997 年に提起した次のフレームワー
クが定説的なものとして認められており（文献 G），最近でも2007年のスウェーデンのオッテヴァ
ンガー（Ottevanger, H.）の論考（O, p. 11），ヒンチ／ハイアムの 2011 年の書（H1, p. 40），そしてロビ



























出所：O, p.10 および H1, p. 40 による。ただし図表中の「摘要」は本稿筆者の見解も含む。
図表１：スポーツツーリズムの種類






（Hudson, S.）のように，前者を「スポーツ競技者旅行（sports participation travel）」，後者を「スポー

































































ランギャロス・テニス大会の観客 3名，計 26 名についてアンケート調査を行った結果をふま


















































































































を，フールニール（Fournier, S.）に依拠して直接的にはデル・ブランコ（del Blanco, R. Á.）が提示し









































































るようにすることを目指すもので，もともとは 1975 年欧州協議会（Council of Europa）で採択さ






















R. W.）が提示した「観光地ライフサイクル（tourism destination lifecycle）」論である（文献 B2; 詳しくは







































































































































































トランスモダンを提唱した創始者であるマグダ（Magda, R. M. R.）が，ポストモダン論の排撃さ
















































本稿で主たる参照文献としたヒンチ／ハイアムは 2011 年の著（文献 H1）の結語の章において，
スポーツツーリズムの独自性は，スポーツが独特なツーリズム誘因（tourist attraction）となると
ころにあると改めて指摘したうえで，その動向を考える場合のキーポイントには，次の 3者が















ツ種目間の戦略的な連携・協力・協働（strategic alliance and partnership）を進展させる必要が大きい
ということである。本稿筆者の私見によれば，この場合には sports tourismが前提になるし，また，
こうした観点からは，有名な経営理論家，ポーター（Porter, M. E.）が唱える競争優位（competitive 
advantage）ではなくて，カンター（Kanter, R. M .）らが主張するコラボレーション優位（collaborative 














































ある。それは，本稿冒頭で紹介した“Journal of Sport &Tourism ”誌が 2009 年に「スポーツとツー
リズムにおける持続的発展性（sustainability in sport and tourism）」について特集号を組んでいるが，
その基調的序言において執筆者，ファイオール（Fyall, A.）／ヤゴ（Jago, L.）は，持続性というと
自然環境についてのみ論じられることが多いが，真の持続性は，一般には（commonly），社会的
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Problems of Sport （Sports） Tourism: 
Focused on the Issues of Sports Spectatorial Travel
Shoichi OHASHI
Abstract:
It is comparatively easy to conceptualize sport （sports） tourism in an everyday sense, 
but this is not the case academically or statistically. For instance, sports tourism and sport 
tourism are not the same；both have distinguishably been used in some definitions so far. 
As a premise of sport（s） tourism, some seek a diversity of sports, but others research a 
unified and single core of sports. This paper also argues that the characteristics of sport（s） 
tourism as a part of the service industry have been not fully studied so far, although this is 
a very important aspect.
